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浦添市・中城村・北中城村地域 循環型社会形成推進地域計画 

 

浦 添 市 

中 城 村 

北中城村 

平成 29年 10月３日 

 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

（１）対象地域       

構 成 市 村 名  浦添市、中城村、北中城村 

面     積  46.55km2 

人     口  150,604 人（平成 29年 3月 31日現在） 

該 当 地 域  沖縄県 

※対象地域図（添付資料①） 

 

（内訳） 

 浦 添 市 中 城 村 北中城村 地域合計 

面積※1 19.48 km2 15.53 km2 11.54 km2 46.55 km2 

人口※2 113,476 人 20,277 人 16,851 人 150,604 人 

        ※1：国土地理院（平成 28 年全国都道府県市区町村別面積調べ） 

※2：住民基本台帳人口〔外国人含む〕（平成 29 年 3 月 31 日現在）、米軍施設内の人口除く。 

    

（２）計画期間 

本計画は、平成 30年 4 月１日から令和 7年 3月 31日までの 7年間を計画期間とし、

計画目標年度を令和 7 年度とする。また、令和 7 年度以降も引き続き施設整備事業を行

うため、本計画を第 1期計画とし、令和 7年度から令和 11年度の 5年間を計画期間とし

た第 2期計画を作成する予定である。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直

すものとする。 

 

（３）基本的な方向 

浦添市・中城村・北中城村地域（以下、「本地域」という。）は、浦添市、中城村及び

北中城村の 1市 2村で構成され、沖縄県の中部に位置し、1市 2村の合計面積は 46.55km2

であり、沖縄県全域の約 2％を占めている。主要産業は卸小売業やサービス業等の第三

次産業であり、近年は、農業や漁業振興のための特産品の開発・販売や伝統工芸品のブ

ランド化による販路拡大及び観光振興などに力を入れている。また、市街地開発や軍用

地の返還跡地を活用した街づくりを行い地域の活性化に努めており、大型商業施設の進
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出や住宅建設が進み人口が増加している地域である。 

本地域で排出されるごみのうち、平成 28 年度実績では生活系が 63.7％、事業系が

36.3％を占めている。そのうち、生活系ごみについては、人口増加に伴い排出量は増加

傾向にある。事業系ごみについても、大型商業施設の進出等が顕著になるに伴って、排

出される廃棄物量は増加傾向にある。このため、廃棄物の発生抑制と再使用に関する施

策に取り組み、分別排出を徹底し、ごみ排出量の削減や再資源化に努めていく。 

本地域のごみ処理体制については、現在、浦添市では市単独で処理を行っており、中

城村及び北中城村では 2 村で構成する中城村北中城村清掃事務組合で協同処理を行って

いる。今後は、可燃ごみ処理体制を新たにエネルギー回収型廃棄物処理施設として 1 施

設に集約整備する。なお、同施設にはマテリアルリサイクル推進施設（粗大ごみ処理施

設）を併設する。また、分別区分や資源化品目及びその他の資源ごみ等の広域処理体制

の有り方についても検討を進め、効率的な処理体制の構築を目指す。 

以上に基づき、本地域のごみの適正な処理・処分を行うとともに、発生抑制・排出抑

制、再使用及び再生利用に関する取り組みを構成市村が連携して進めることで、循環型

社会形成に向けたごみ処理システムの構築を目指す。 

 

（４）広域化の検討状況 

本地域を構成する浦添市、中城村及び北中城村の 1 市 2 村によるごみ処理広域化につ

いて、関係職員で構成する検討協議会や各自治体の庁内委員会で協議を重ね、平成 28年

11月に基本合意書の締結を行っている。 

その後、平成 29 年 12 月に基本合意書を見直し、ごみ処理広域化の手法を「一部事務

組合の設立」から「事務の委託」に変更することで合意した。 

 

（５）広域処理 

平成 30年６月に開催された 1市 2村の議会において、中城村及び北中城村から地方自

治法第 252 条の 14 第１項の規定に基づく「事務の委託」を浦添市が受けることにより、

新たなごみ処理施設を整備していくことについての議決（同意）を得た。 

これを受けて、平成 30 年６月 26 日に中城村及び北中城村との間で「協議書」を締結

し、平成 30年６月 27日から「事務の委託に関する規約」を施行した。 

新たに設置するごみ処理施設（ごみ焼却施設・粗大ごみ処理施設）は 1 市 2 村が共同

して整備していく。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

（１）一般廃棄物等の処理の現状 

平成 28年度の一般廃棄物の処理状況フローは図 1のとおりである。 

総排出量は、45,655トンであり、再生利用される「総資源化量」は 7,966トン、リサ

イクル率（＝「直接資源化量+中間処理後の再生利用量＋集団回収量」/ごみの総処理量

＋集団回収量）は 17.4％である。 

中間処理による減量化量は 37,196トンであり、集団回収量を除いた排出量の 8割が減

量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の約 1.1％に当たる 493 トンが埋め

立てられている。 

なお、中間処理量のうち、焼却量は 41,271トンである。本地域のごみ焼却施設のうち、

中城村北中城村清掃事務組合の「青葉苑」では、焼却による余熱を場内で温水利用して

いる。 

 

 

※：小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。 

※：（ ）は計画処理量に対する割合、【 】は排出量＋集団回収に対する割合。 

図 1 一般廃棄物の処理状況フロー（現状） 

 

7,966 ｔ

631 ｔ 7,335 ｔ

7,828 ｔ

45,655 ｔ 45,024 ｔ 493 ｔ

37,196 ｔ

0 ｔ 493 ｔ

集団回収 総資源化量

0 ｔ
【17.4%】

直接資源化量 処理後再生利用量

(1.4%) 処理残さ量 (16.1%)

排出量 計画処理量 中間処理量     (17.1%) 処理後最終処分量

45,655 ｔ
(100.0%) (98.6%) 減量化量 (1.1%)

自家処理量 直接最終処分場      (81.5%) 最終処分量

0 ｔ
(0.0%) (1.1%)
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集団回収 総資源化量

9,129ｔ

【18.7%】

直接資源化量 処理後再生利用量

1,223ｔ 7,906ｔ

(2.5%) 処理残さ量 (16.2%)

8,237ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (16.8%) 処理後最終処分量

48,770ｔ 47,547ｔ 331ｔ

(100.0%) (97.5%) 減量化量 (0.7%)

39,310ｔ

自家処理量 直接最終処分場 (80.6%) 最終処分量

0ｔ 331ｔ

(0.0%) (0.7%)

48,770ｔ

0ｔ

0ｔ

（２）一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、

表 1のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいく。 

 

表 1 減量化、再生利用に関する現状と目標 

浦添市 中城村 北中城村 地域全体 浦添市 中城村 北中城村 地域全体

17,510
(5.5%)

2.66
(0.8%)

31,260
(7.6%)

161
(-4.2%)
48,770
(6.8%)
1,223
(2.5%)
9,129

(18.7%)
エネルギー
回収量

エネルギー回収量
（年間の発電電力量）

（MWh） - - - - - - - -

331
(0.7%)

排出量

再生利用量

最終処分量 0 164 167埋立最終処分量 （トン） 0 247 246 493

341

総資源化量（トン）

生活系

6,454 703 809 7,966 7,178 916 1,035

36,467 5,829 6,474

直接資源化量（トン） 247 703 229 631 619 263

合計
事業系生活系
排出量合計（トン）

33,443 5,856 6,356 45,655

3,757

１人当たりの排出量※２
（トン/事業所）

162 191 176 168 156 179 176

2.18 5.24
１事業所当たりの排出量※2
（トン/事業所）

総排出量（トン） 21,439 4,202 3,422 29,063 23,265 4,238

2,934 16,592 13,202 1,591 2,717

2.38 2.40 5.15 2.64 2.48

現状（割合※1）（平成28年度） 目標（割合※1）（令和７年度）

総排出量（トン）
事業系

12,004 1,654

 
※1：排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立廃棄物最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量

＋集団回収量に対する割合 

※2：（1 事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝/事業所数（添付資料②参照） 

※3：（1 人当たりの排出量）＝｛（生活系ごみの総排出量）－（生活系ごみの資源ごみ量）｝/人口（添付資料②参照） 

《指標の定義》 

排 出 量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕 

再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：ＭＷｈ〕 

最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕 

 

 

※：小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。 

※：（ ）は計画処理量に対する割合、【 】は排出量＋集団回収に対する割合。 

図 2 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー 
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３ 施策の内容 

（１）発生抑制、再使用の推進 

ア 有料化  

本地域では、資源ごみを除いて有料化を導入しており、その金額については、構成市

村ごとに違っている。このため、本地域では、施設整備等に併せて必要に応じ、ごみ処

理手数料の見直しなどを検討し、一層の排出量の削減を図っていく。 

 

イ 環境教育、普及啓発、助成  

地域住民、事業者に対してごみの減量化・再生利用、さらにはごみの適切な出し方に

関する啓発を徹底するとともに、啓発が効果的なものとなるよう関係団体と連携・協力

して取り組みを進める。さらに、ごみ減量化に関する社会意識を育てるため、学校や地

域社会の場において、教育啓発活動に積極的に取り組む。また、生ごみ処理容器等の購

入に対し助成を行う。 

 

ウ マイバッグ運動等の推進  

住民や関係機関・団体及びスーパー等の事業所との協働体制を構築し、発生抑制・排

出抑制、再使用及び再生利用の取り組みが地域に根付くように主に以下の施策を構成市

村が連携して推進していく。 

・レジ袋削減の啓発、マイバッグ運動（買物袋の持参運動）等を推進する。 

・フリーマーケット活用等の普及啓発による再使用の推進 

・適正分別の啓発等による再生利用の促進 

 

エ 構成市村等の施策内容一覧  
 

浦添市※1 中城村※2 北中城村※3 
中城村北中城村 
清掃事務組合※4 

有料化 P83）有料化の見直し 
  

 P10）指定ごみ袋の適正料
金の維持 

 

環境教育 
普及啓発 
助成 

P82）教育・啓発活動
の充実 

P83)一般廃棄物排出
事業者等排出
量の把握 

P93）住民に対する広
報啓発活動 

p93）事業者の協力 
p83）生ごみ処理容器

等助成の推進 
 

P68）３R によるごみ減量
化に対する意識
高揚、生ごみ処理
機等の導入による
自家処理推進 

 

P10）ごみ減量化・リサイクル
促進の意識啓発の広
報活動 

P10）小学校、中学校及び高
等学校における環境
教育の推進 

P10）住民を対象とした環境
教育の実施 

P11）生ごみ処理機などの購
入助成制度の継続、
情報提供 

P51）環境に配慮した
取り組みの推
進 

P51）一般廃棄物の
３R の推進 

P51）住民・事業者の
自主的・ 積極
的な取り組み
の促進 

 

マイバック運動
等の推進 

P83）マイバッグ運動
の推進 

P83）容器包装廃棄物
等の排出抑制 

P88）分別排出の徹底 

P69）分別収集の計画的
な推進及びごみ
減量化のために、
さらなる分別の細
分化をはじめとし
た具体的な施策
展開 

P10）住民、販売業者に対す
るマイバッグ運動の普
及啓発 

P10）不用品などの交換情報
誌の発行 

P10）分別排出、排出日及び
時間厳守の周知徹底 

P10）資源化物の分別排出
徹底の指導 

 

※１ 浦添市：第三次浦添市一般廃棄物処理基本計画（後期計画）（平成 28年 3 月） 
※２ 中城村：中城村第四次総合計画（後期基本計画）（平成 29 年 3 月） 
※３ 北中城村：一般廃棄物処理基本計画（平成 26年 3 月）（概要版） 

※４ 中城村北中城村清掃事務組合：ごみ処理基本計画（平成 29年 3 月） 
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（２）処理体制 

ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

生活系ごみの分別区分及び処理方法について整理したものを表 2に示す。 

本地域の生活系ごみの分別区分については、布類などを除き概ね統一されている。今

後は、広域処理に向け、分別区分や資源化品目の統一、拡充などについて検討を進める。

また、廃棄物の発生抑制と再使用に関する施策に取り組み、分別排出を徹底し、ごみ排

出量の削減や再資源化に努めていく。 

ごみの処理体制については、現在、浦添市では市単独で処理を行っており、中城村及

び北中城村では 2 村で構成する中城村北中城村清掃事務組合で協同処理を行っている。

今後は、広域処理による施設の集約化及び効率化を図るため、既存のごみ処理体制を統

合整理し、可燃ごみの処理体制を新しくエネルギー回収型廃棄物処理施設として 1 施設

に集約整備（次期計画で整備予定）し、適正処理及びエネルギー回収を行う。同施設に

はマテリアルリサイクル推進施設（粗大ごみ処理施設）を併設する。 

その他の資源ごみ等の処理についても、環境保全性や処理の効率性及び経済性等の観

点から本地域に適した広域処理体制の有り方について検討を進める。 

 

イ 事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

本地域の構成市村ともに、事業系ごみについては、事業者が自ら適正に処理するか、

もしくは生活系ごみの分別区分に従い分別したうえで、許可業者に収集を依頼している。

また、ごみを多量に排出する事業者等に対しては、適正処理及びごみの減量・リサイク

ルを促すために指導に努めており、今後も同様の体制を継続する。 

 

ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 

本地域では、現状及び今後も産業廃棄物を処理する計画はない。 

 

エ 今後の処理体制の要点 

◇ 家庭から排出されるごみの排出抑制と分別の徹底を図る。 

◇ 事業所から排出されるごみの減量化・リサイクルを徹底するよう指導する。 

◇ 広域処理に向け、分別区分や資源化品目の増加、統一などについて検討を進める。 

◇ 可燃ごみとして処理される廃棄物については、新しく 1 施設に集約整備（次期計

画で整備予定）するエネルギー回収型廃棄物処理施設で、適正処理し、エネルギ

ー回収を行う。同施設にはマテリアルリサイクル推進施設（粗大ごみ処理施設）

を併設する。 

◇ その他の資源ごみ等の処理についても、広域処理体制の有り方について検討を進

める。 
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表 2  生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

現状（平成 28 年度） 

浦添市 中城村・北中城村 

分別区分 
処理 

方法 

処理施設等 処理実績 

（t/年） 
分別区分 

処理 

方法 

処理施設等 処理実績 

（t/年） 
一次処理 二次処理 一次処理 二次処理 

可燃ごみ 
焼却 

・溶融 

○浦添市クリーンセンター 

（ごみ焼却施設、灰溶融施設） 

溶融スラグ 

土木資材等利用 

溶融飛灰 

資源化業者 

17,165 可燃ごみ 焼却 
○中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 （ごみ焼却施設） 

焼却灰（炉下

灰） 

埋立（民間） 

焼却飛灰 

資源化業者 

6,361 

不燃ごみ 

（有害ごみ） 
破砕 

・選別 

○浦添市クリーンセンター 

（粗大ごみ処理施設） 

可燃残渣 

焼却・溶融処理 

資源物 

資源化業者 

599 

不燃ごみ 

破砕 

・選別 

○中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 （リサイクルプラザ） 

可燃残渣 

焼却処理 

不燃残渣 

埋立（民間） 

資源物 

資源化業者 

260 
有害ごみ 

粗大ごみ 640 粗大ごみ 225 

資
源
ご
み 

紙類 

リサイクル 

（直接資源化） 

3,035 

資
源
ご
み 

紙類 

リサイクル 

（直接資源化） 

778 

缶類 

○浦添市 

リサイクルプラザ 
資源物 

資源化業者 

缶類 ○中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 （リサイクルプラザ） 

資源物 

資源化業者 
びん類 びん類 

ペットボトル ペットボトル （直接資源化） 

草・木 ○草木ヤード 

草・木 
※北中城村のみ 〇北中城村植物ごみ資源化ヤード 

布類 （直接資源化） 

 

 

今後（令和 7 年度・第 1 期計画期間終了後） 

浦添市 中城村・北中城村 

分別区分 
処理 

方法 

処理施設等 処理予測 

（t/年） 
分別区分 

処理 

方法 

処理施設等 処理予測 

（t/年） 一次処理 二次処理 一次処理 二次処理 

可燃ごみ 
焼却 

・溶融 

○浦添市クリーンセンター 

（ごみ焼却施設、灰溶融施設） 

溶融スラグ 

土木資材等利用 

溶融飛灰 

資源化業者 

18,258 可燃ごみ 焼却 
○中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 （ごみ焼却施設） 

焼却灰（炉下

灰） 

埋立（民間） 

焼却飛灰 

資源化業者 

6,582 

不燃ごみ 

破砕 

・選別 

○浦添市クリーンセンター 

（粗大ごみ処理施設） 

可燃残渣 

焼却・溶融処理 

資源物 

資源化業者 

600 

不燃ごみ 

破砕 

・選別 

○中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 （リサイクルプラザ） 

可燃残渣 

焼却処理 

不燃残渣 

埋立（民間） 

資源物 

資源化業者 

263 
有害ごみ 有害ごみ 

粗大ごみ 617 粗大ごみ 209 

資
源
ご
み 

紙類 

リサイクル 

（直接資源化） 

3,790 

資
源
ご
み 

紙類 

リサイクル 

（直接資源化） 

941 

缶類 

○浦添市 

リサイクルプラザ 
資源物 

資源化業者 

缶類 ○中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 （リサイクルプラザ） 

資源物 

資源化業者 
びん類 びん類 

ペットボトル ペットボトル （直接資源化） 

草・木 ○草木ヤード 

草・木 
※北中城村のみ 〇北中城村植物ごみ資源化ヤード 

布類 （直接資源化） 

広域処理に向け、分別区分や資源化品目の統一、増加などについて方針検討を進める。 

※：分別区分説明資料を添付資料③に示す。 
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（３）処理施設等の整備 

ア 廃棄物処理施設 

上記（2）の処理体制で処理を行うため、表 3に示す施設整備を行う。 

なお、第 2期計画において、事業番号 31のごみ焼却施設及び粗大ごみ処理施設に係る

計画支援事業及び施設整備を行う予定である。 

 

表 3 整備する処理施設 

事業 
番号 

整備施設種類 

施設名 
事業名 

処理 

能力 

設置 

予定地 
事業期間 

31 

ごみ焼却施設 

(仮称) エネルギー回収型廃棄物 

処理施設 (仮称)エネルギー回収型廃棄物 

処理施設等整備事業 

検討中 

沖縄県浦添市 

伊奈瀬地内 

（市有地） 

R７～R11 
粗大ごみ処理施設（上記に併設） 

(仮称)マテリアルリサイクル推進

施設（粗大ごみ処理施設） 

検討中 

（整備理由） 

事業番号 31 既存施設の老朽化、処理の集約、資源物及びエネルギーの回収・有効利用の促進 

 

（４）施設整備に関する計画支援事業  

上記（3）のアの施設整備に先立ち、表 4のとおり計画支援事業を行う。 

 

表 4 実施する計画支援事業 

事業 
番号 

事業名 事業内容 事業期間 

41 

(仮称)エネルギー回収型廃棄物処理施設等整備事業 

（事業番号 31）に係る計画支援事業 

測量地質調査等 

環境影響評価 

施設整備基本計画・設計 

ＰＦＩ等導入可能性調査 

発注仕様書作成等 

技術支援業務 

H30～R6 
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（５）その他の施策 

その他、本地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

ア 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

廃家電等（家電 4 品目、パソコン）のリサイクルについては、特定家庭用機器再商品

化法及び資源の有効な利用の促進に関する法律に基づく適切な回収、再商品化がなされ

るよう、関連団体や小売店などと協力し、普及啓発を行う。 

 

イ 不法投棄対策 

住民や事業者等のごみ排出者に対して、広報や不法投棄禁止の立て看板の設置等を通

じて不法投棄防止の啓発に努める。また、住民、事業者、住民団体等と連携し、不法投

棄が多い場所を中心に、巡回パトロールを強化する。 

 

ウ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

大規模な震災や水害などによる災害発生時のごみ処理等を円滑に行うためには、事前

の準備・対策が重要である。このため、普段から、災害時の廃棄物の適正な処理に係る

広報及び啓発活動を実施する。また、災害時には、通常どおりのごみ処理が困難となる

とともに、大量のがれき等の廃棄物が発生することから、ごみ処理の広域的な協力体制

を構築する。  

災害発生時には、国、県、近隣自治体のほか廃棄物処理業団体、建設業関係団体等の

支援・協力を得ながら、廃棄物を迅速かつ円滑に除去するとともに、適正な処理・処分

を行う。 

また、「災害廃棄物対策指針（平成 26年 3月環境省）」「沖縄県災害廃棄物処理計画（平

成 29年 3月沖縄県）」等を踏まえ、災害廃棄物処理計画の策定を進める。 

 

エ 構成市村等の施策内容一覧  

 浦添市※1 中城村※2 北中城村※3 
中城村北中城村 
清掃事務組合※4 

廃家電のリサイ
クルに関する普
及啓発 

P89）家電製品等（へ
の対応） 

P89）小型家電リサイク

ル法への対応 

   

不法投棄対策 p93）不法投棄ごみへ

の対策 

P69）廃棄物の不法投

棄に対する監視
の強化 

P11）ごみ不法投棄防

止 の 普 及 啓 発
（看板設置・パト
ロールの強化） 

P59）不適正処理・不

法投棄対策（支
援） 

災害時の廃棄
物処理 

p93）災害時の廃棄物
処理への対応 

 P17）大規模災害時の
廃棄物処理につ
いて（災害廃棄

物計画策定につ
いて検討） 

P59）災害対策（体制
構築） 

 

※１ 浦添市：第三次浦添市一般廃棄物処理基本計画（後期計画）（平成 28年 3 月） 

※２ 中城村：中城村第四次総合計画（後期基本計画）（平成 29 年 3 月） 

※３ 北中城村：一般廃棄物処理基本計画（平成 26年 3 月）（概要版） 

※４ 中城村北中城村清掃事務組合：ごみ処理基本計画（平成 29年 3 月） 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

（１）計画のフォローアップ 

本地域では、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応

じて沖縄県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行うこ

ととする。 

 

（２）事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況や整備状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、

計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとす

る。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて計画を見直すも

のとする。 



 

-11- 

 

 

 

 

 

 

 

添  付  書  類 

 

 様式１ 循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１ 
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様式１

１　地域の概要

（１）地域名 （２）地域内人口 150,604人(H29.3) （３）地域面積

（４）構成市町村等名 （５）地域の要件*

２　一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標

目　標

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 令和７年度

15,184 15,149 15,444 16,169 16,592 17,510（H28比 5.5%）

2.41 2.40 2.45 2.58 2.64 2.66（H28比 0.8%）

29,572 28,650 29,205 28,980 29,063 31,260（H28比 7.6%）

174.0 170.0 170.0 168.0 168.0 161.0（H28比-4.2%）

44,756 43,799 44,649 45,149 45,655 48,770（H28比 6.8%）

632 (1.4%) 622 (1.4%) 660 (1.5%) 739 (1.6%) 631 (1.4%) 1,223 (2.5%)

8,100 (18.1%) 7999 (18.3%) 7,142 (16.0%) 7,256 (16.1%) 7,966 (17.4%) 9,129 (18.7%)

- - - - - -

- - - - - -

減量化量 36,332 (81.2%) 35,501 (81.1%) 36,447 (81.6%) 36,805 (81.5%) 37,196 (81.5%)

最終処分量 324 (0.7%) 299 (0.7%) 1,060 (2.4%) 1,088 (2.4%) 493 (1.1%) 331 (0.7%)

※1　排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合（総資源化量は排出量＋集団回収量に対する割合）。

※2　別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付した（添付資料⑤）。

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

特になし

エネルギー回収量 エネルギー回収量
（年間の発電電力量　MWH）

（年間の熱利用量　GJ）

再生利用量
直接資源化量（トン）

総資源化量（トン）

減量化量（中間処理前後の差　トン）

埋立最終処分量（トン）

指標・単位
年

過去の状況・現状（排出量等に対する割合）

排出量

事業系　総排出量（トン）

　　　　　　1事業所当たりの排出量（トン/事業所）

生活系　総排出量（トン）

　　　　　　1人当たりの排出量（ｋｇ/人）

合計     事業系生活系の総排出量合計（トン）

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画　総括表１

浦添市・中城村・北中城村地域 46.55k㎡ (H28.10)

浦添市・中城村・北中城村 人口　面積　沖縄　離島　奄美　豪雪、山村　半島　過疎　その他

（６）構成市町村に一部事務組合等が含まれる場
合、当該組合の状況

設立されていない場合、今後の見通し：平成30年6月27日から「事務の委託に関する規約」を施行。
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３　一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定

（１）現有施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力（単位） 開始年月 廃止又は休止（予定）年月 解体（予定）年月 備考

ごみ焼却施設
ストーカ

（全連続式）
150トン/日 S57.12 R11.4 廃止予定 未定

マテリアルリサイク
ル推進施設（灰溶

融施設）

回転式
表面溶融炉

16.3トン/日 H14.3 R11.4 廃止予定 未定

マテリアルリサイク
ル推進施設（粗大
ごみ処理施設）

回転衝撃式
破砕機

25トン/5h S57.12 R11.4 廃止予定 未定

マテリアルリサイク
ル推進施設（リサイ

クルプラザ）

選別
資源化

紙：20トン/5h
容器：20トン/5h

H11.3 未定 未定

ごみ焼却施設
流動床

（全連続式）
40トン/日 H15.5 R11.4 廃止予定 未定

マテリアルリサイク
ル推進施設（灰溶

融施設）

燃料溶融
方式

8.6トン/日 H15.5 R11.4 廃止予定 未定

マテリアルリサイク
ル推進施設（リサイ

クルプラザ）

破砕選別
資源化

資源ごみ：3トン/5h
不燃・粗大ごみ：6ト

ン/5h
H15.5 R11.4 廃止予定 未定

マテリアルリサイク
ル推進施設（資源

化ヤード）

北中城村植物ごみ
資源化ヤード

北中城村 チップ化・保管 - H25.11 未定 未定

（２）更新（改良）・新設施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力（単位） 竣工予定年月日 更新（改良）・新設理由
廃焼却施設の解体の有
無及び解体施設の名称

備考

ごみ焼却施設（エ
ネルギー回収型廃

棄物処理施設）
未定 未定 R11.3 広域処理のための新設 -

粗大ごみ処理施設（上

記に併設）（マテリアルリ
サイクル推進施設）

未定 未定 R11.3 広域処理のための新設 -

※　別添資料として地域内の施設の状況と予定を地図上に示したものを添付した（添付資料④、⑥）。

浦添市
浦添市クリーンセン

ター

中城村北中城村
清掃事務組合

青葉苑

（仮称）新クリーン
センター

浦添市
中城村

北中城村
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様 式 ２

事　業　名　称 単位 開始 終了
平成

30年度
令和

元年度
令和

２年度
令和

３年度
令和

４年度
令和

５年度
令和

６年度
平成

30年度
令和

元年度
令和

２年度
令和

３年度
令和

４年度
令和

５年度
令和

６年度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31
浦添市
中城村

北中城村
検討中 t/日 (R7) (R10) 0 0

次期計画にて
整備予定

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31
浦添市
中城村

北中城村
検討中 t/日 (R7) (R10) 0 0

次期計画にて
整備予定

397,762 31,893 95,289 146,980 55,768 15,778 37,292 14,762 391,754 29,905 93,269 146,980 53,768 15,778 37,292 14,762

41
浦添市
中城村

北中城村
- - (H30) (R6) 397,762 31,893 95,289 146,980 55,768 15,778 37,292 14,762 391,754 29,905 93,269 146,980 53,768 15,778 37,292 14,762

事業番号31
の関連事業

397,762 31,893 95,289 146,980 55,768 15,778 37,292 14,762 391,754 29,905 93,269 146,980 53,768 15,778 37,292 14,762

※１ 事業番号については、計画本文３(3)表４に示す事業番号及び様式３の施設整備に関する事業番号と一致させること。また、様式３に示す施策のうち関連するものがあれば、合わせて番号を記入すること。
※２ 広域連合、一部事務組合等については、欄外に構成する市町村を注記すること。
※３ 実施しない事業の欄は削除して構わない。
※４ 同一施設の整備であっても、交付金を受ける事業主体ごとに記載する。

（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設
等整備事業（ごみ焼却施設）

（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設
等整備事業（事業番号31）に係る計画支
援事業

○施設整備に関する計画支援事業

○マテリアルリサイクル等に関する事業

○エネルギー回収等に関する事業

（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設
等整備事業（粗大ごみ処理施設）

合     　　計

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画総括表２

事業主体
名　　　称

※２

事業期間
交付期間

備　　考

事　業　種　別 総事業費（千円）事業
番号
※１

交付対象事業費（千円）規　模
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様 式 ３

開始 終了
平成

30年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

令和

６年度

11 有料化
必要に応じたごみ処理手数料
の見直しについての検討

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

12
環境教育
普及啓発
助成

ごみ減量化等の普及啓発、学
校や地域社会の場における環
境教育の充実、生ごみ処理機
器の購入助成等の実施

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

13 マイバッグ運動等の推進

マイバッグ運動等の推進、フ
リーマーケット活用等の普及拡
大及び適正分別の啓発等の実
施

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

21
事業系一般廃棄物の排
出事業者への指導

適正処理・ごみ減量化・リサイ
クルに関する指導

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

22
広域処理体制に向けた
分別区分等の検討

広域処理体制に向けた分別区
分や資源ごみ等のごみの処理
体制の有り方について検討

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

(仮称)エネルギー回収型
廃棄物処理施設等整備
事業（ごみ焼却施設）

エネルギー回収型廃棄物処理
施設整備

浦添市
中城村

北中城村
(R7) (R10) 〇

次期計画
にて整備
予定

(仮称)エネルギー回収型
廃棄物処理施設等整備
事業（粗大ごみ処理施
設）

マテリアルリサイクル推進施設
整備（エネルギー回収型廃棄
物処理施設に併設）

浦添市
中城村

北中城村
(R7) (R10) 〇

次期計画
にて整備
予定

施設整備に
係る計画支
援に関する
もの

41

（仮称）エネルギー回収
型廃棄物処理施設等整
備事業（事業番号31）に
係る計画支援事業

測量地質調査等
環境影響評価
施設整備基本計画・設計
ＰＦＩ等導入可能性調査
発注仕様書作成等
技術支援業務

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6 〇

事業番号
31の関連
事業

51
廃家電のリサイクルに関
する普及啓発

関連団体や小売店などと協力
した普及啓発活動の実施

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

52 不法投棄対策 パトロール等の継続
浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

53 災害時の廃棄物処理
災害廃棄物の迅速な処理のた
めの協力体制構築、災害廃棄
物処理計画の策定

浦添市
中城村

北中城村
H30 R6

※１ 処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３(3)表４に示す事業番号及び様式２の事業番号と一致させること。

事業実施

事業実施

事業

期間
備　　考

交付金

必要の

要否

事業

番号

※１

実施
主体

事　　　業　　　計　　　画

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

施策の名称等施策種別

発生抑制、
再使用の推
進に関する
もの

処理体制の
構築、変更
に関するも
の

31

事業実施

事業実施

処理施設の
整備に関す
るもの

施策の概要

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

その他
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【参考資料様式１】 

 

施設概要（マテリアルリサイクル施設系） 

 
都道府県名 沖縄県 

（１）事業主体名 浦添市・中城村・北中城村 

（２）施設名称 
（仮称）マテリアルリサイクル推進施設（粗大ごみ処理施設） 

※（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設に併設 

（３）工期 
第 2 期計画期間中に整備予定 

（令和 7 年度～令和 10 年度） 

（４）施設規模 検討中 

（5）処理方式 検討中 

（６）地域計画内の役割 地域内の適正なごみ処理の実施、資源物回収の推進 

（７）廃焼却施設解体工事の有無 有  ○無   

 

「ストックヤード」を整備する場合 

（８）ストック対象物  

 

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

（９）容器包装リサイクル推進施

設の内訳 

①分別収集回収拠点の整備 

・ごみ分別収集・処理方法 ・ごみ容器の種類・設置基数 ・建築物の構造 

②小規模ストックヤードの整備 

・施設規模 ・ストック対象物 

③簡易プレス機等の整備 

・処理方法 ・処理能力 ・設置場所 

④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備 

・導入台数（積載量）・運行計画 

 

「灰溶融施設」を整備する場合 

（10）スラグの利用計画  

 

(11)事業計画額 千円  

※ 第 2 期計画にて整備予定 
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【参考資料様式２】 

 

施設概要（エネルギー回収施設系） 

 
都道府県名 沖縄県 

（１）事業主体名 浦添市・中城村・北中城村 

（２）施設名称 （仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設 

（３）工期 
第 2 期計画期間中に整備予定 

（令和７年度～令和 10 年度） 

（４）施設規模 検討中 

（5）形式及び処理方式 検討中 

（6）余熱利用の計画 
１．発電の有無   

２．熱回収の有無 

検討中 有（発電効率 未定 ％） ・ 無 

検討中 有（熱回収率 未定 ％） ・ 無 

（７）地域計画内の役割 地域内の適正なごみ処理の実施、エネルギー回収の推進 

（８）廃焼却施設解体工事の有無 有  ○無   

 

「ごみ燃料化施設」を整備する場合 

（９）燃料の利用計画  

 

「メタンガス化施設」を整備する場合 

（10）バイオガス利用率 Kwh/ごみｔ 

（11）バイオガス利用の計画  

 

(12)事業計画額 千円  

※ 第 2 期計画にて整備予定 
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【参考資料様式６】 

 

計画支援概要（計画支援事業） 
 

都道府県名 沖縄県 

（１）事業主体名 浦添市・中城村・北中城村 

（２）事業目的 
（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設及び併設するマテリアルリサ

イクル施設（粗大ごみ処理施設）の整備のため 

（３）事業名称 
（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設等整備事業（事業番号 31）に

係る計画支援事業 

（４）事業期間 平成 30年度～令和 6年度 

（５）事業概要 

測量地質調査等 

環境影響評価 

施設整備基本計画・設計 

ＰＦＩ等導入可能性調査 

発注仕様書作成等 

技術支援業務 

  

（６）事業計画額 397,762千円 
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添付資料① 対象地域図 

対 象 地 域 図 

 

浦添市・中城村・北中城村地域

糸満市

八重瀬町

南城市

与那原町
南風原町

豊見城市

那覇市

浦添市

西原町

中城村

北中城村

嘉手納町

沖縄市

北谷町

宜野湾市

うるま市

読谷村

沖縄本島

対象地域
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29,572
28,650 29,205 28,980 29,063 29,635 29,759 29,884 30,013 30,238 30,494 30,750 31,006 31,260

174 170 170 168 168 167 165 163 161 161 161 161 161

161

0

60

120

180

240

300

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

生活系ごみの排出量と１人当たり排出量（資源ごみ除く）の現状と目標

排出量（t/年） 1人当たり排出量

（kg/人）

H28までは実績値、H29から推計値

添付資料② 目標の設定に関するグラフ等 

ごみ処理 4,  

15,184 15,149 15,444
16,169 16,592 16,265 16,081

17,118 17,547 17,537 17,532 17,525 17,518 17,510

2.41 2.4
2.45 2.58 2.64 2.59 2.56 2.64 2.67 2.67 2.67 2.67 2.66

2.66

0

1

2

3

4

5

6

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

21,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

事業系ごみの排出量と１事業所当たり排出量（資源ごみ量除く）の現状と目標

排出量（t/年） 1事業者当たり排出量

（t/事業所）

H28までは実績値、H29から推計値

 
 

 

※本地域は人口増加傾向にあるため、1 人当たり排出量が減少しているものの、排出量は増加している。の 4,336ｔに量 
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8,100 7,999

7,142 7,256
7,966 8,174 8,339 8,622 8,849 8,899 8,959 9,015 9,073 9,129

18.1 18.3
16

16.1 17.4 17.8 18.2 18.3 18.6 18.6 18.7 18.7 18.7

18.7

0
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30

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

総資源化量とリサイクル率※１の現状と目標

総資源化量（t/年） リサイクル率（％） H28までは実績値、H29から推計値

 

※1：排出量＋集団回収に対する割合。 

 

324 299

1,060 1,088

493

326 326 325 324 324 326 328 329 331

0.7
0.7 2.4 2.4

1.1 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7
0

5
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15

20

25

30

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

最終処分量と最終処分率※１の現状と目標

最終処分量（t/年） 最終処分率（％） H28までは実績値、H29から推計値

 

※1：排出量に対する割合。 

※2：平成 26 年度、27 年度の最終処分量が大きく増加しているのは、青葉苑の灰溶融施設を停止し、発生した焼却飛灰を

埋立処分したためである。平成 28 年度以降は、青葉苑で発生した焼却飛灰は資源化（山元還元）を行っている。           
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添付資料③ 分別区分説明資料 

 分別区分 分別区分 対象ごみ 

浦
添
市 

可燃ごみ もえるごみ 生ごみ、プラスチック類、紙くず、その他（布・洋服類、ゴム類） 

不燃ごみ もえないごみ 
金属類、ガラス・びん類（資源ごみ以外）、陶器類、その他（ビデオデッキ・ 

ラジカセ・扇風機・掃除機など） 

有害ごみ 有害・危険ごみ 蛍光灯、乾電池、水銀使用製品、使い捨てライター、スプレー缶 

粗大ごみ 粗大ごみ 
家具類、電化製品、寝具類、その他（木材・べニア・角材、物干し竿、よし

ず（すだれ）） 

資
源
ご
み 

紙類 古紙類 
新聞・チラシ類、本・雑誌類（菓子箱・ティシュ箱等含む）、ダンボール、 

紙パック（内側が銀色のものは燃えるごみ） 

缶類 缶類 ジュース・コーラ・ビールなど 

びん類 ビン類 
ジュース・コーラ、泡盛・ビール・ワイン・ウイスキー、ドリンク剤・ 

調味料・薬など 

ペットボトル ペットボトル類 ジュース・コーラ、酒・みりん・醤油など 

草・木 草・木 草・木 

中
城
村 

可燃ごみ もえるごみ 
紙おむつ、木・草、革製品、ビデオテープ、 

サンダル、プラスチック製植木鉢、貝殻、グローブ 

不燃ごみ もえないごみ 金属類、栓ぬき、陶磁器、スプーン、めがね、傘の骨組み 

有害ごみ 危険ごみ 蛍光灯、ライター、電池、スプレー缶、カミソリ、割れビン類、割れガラス類 

粗大ごみ 粗大ごみ 自転車、タンス類、ふとん、ジュータン、ソファー、ベッド 

資
源
ご
み 

紙類 古紙類 ダンボール、雑誌、新聞紙・チラシ類、牛乳パック等 

缶類 缶類 アルミ缶、スチール缶、缶詰の缶（スチール缶） 

びん類 ビン類 ビン類 

ペットボトル ペットボトル類 飲料用、酒類用、しょうゆ用 

布類 古布類 着古した衣類、タオル・シーツ 

北
中
城
村 

可燃ごみ 燃やすごみ 生ごみ、紙おむつ、ゴム・皮革製品、かばん、ＣＤ・テープ類 

不燃ごみ 燃やさないごみ 
炊飯器、なべ類、ラジカセ、食器類（陶磁器、ガラス）、小型の家電製品、

ハンガー（金属）、スプレー缶、ビデオデッキ、カサ 

有害ごみ 有害・危険ごみ 
アルカリ・マンガン電池、カミソリ、白熱球・電球、蛍光灯、割れ瓶類、 

割れガラス類、水銀体温計、ライター 

粗大ごみ 粗大ごみ 
タンス、机など、コンポ・ビデオデッキ、電子ピアノ、自転車、ふとん、 

金属製家具、扇風機 

資
源
ご
み 

紙類 古紙類 ダンボール、新聞紙、チラシ類、雑誌、牛乳パック等 

缶類 缶類 アルミ缶、スチール缶、缶詰の缶（スチール缶） 

びん類 ビン類 ビン類 

ペットボトル ペットボトル類 飲料用、酒類用、しょうゆ用 

布類 古布類 着古した衣類、タオル・シーツ 

草・木 植物ごみ 木枝等（草・木） 
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添付資料④ 現有処理施設の概要 

 

設 置 主 体 浦添市 浦添市 浦添市 浦添市 

施 設 名 
浦添市クリーンセンター 

（ごみ焼却施設） 

浦添市クリーンセンター 

（灰溶融施設） 

浦添市クリーンセンター 

（粗大ごみ処理施設） 

浦添市リサイクルプラザ 

（資源化施設） 

処 理 能 力 
150t/日 

（75t/24h×2 炉） 

16.3t/日 

（16.3t/24h×1 炉） 
25t/5ｈ 

紙類：20t/5h 

容器類：20t/5h 

処 理 方 式 
ストーカ式 

全連続焼却方式 
回転式表面溶融炉 回転衝撃式破砕機 選別資源化 

所 在 地 
浦添市伊奈武瀬 

1-8-1 

浦添市伊奈武瀬 

1-8-1 

浦添市伊奈武瀬 

1-8-1 

浦添市伊奈武瀬

1-8-2 

処 理 対 象 物 
可燃ごみ、 

中間処理残渣 
焼却灰 不燃ごみ、粗大ごみ 資源ごみ 

竣 工 年 月 日 昭和 57 年 12 月 平成 14 年 3 月 昭和 57 年 12 月 平成 11 年 3 月 

運 転 管 理 体 制 委託 委託 委託 委託 

備 考 

クリーンセンター 

基幹的設備改造工事 

平成 24 年度 

クリーンセンター 

基幹的設備改造工事 

平成 24 年度 

－ － 

 

設 置 主 体 
中城村北中城村 

清掃事務組合 

中城村北中城村 

清掃事務組合 

中城村北中城村 

清掃事務組合 
北中城村 

施 設 名 

中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 

（ごみ焼却施設） 

中城村北中城村清掃事務組合 

青葉苑 

（灰溶融施設） 

中城村北中城村清掃事務組合 

 青葉苑 

（リサイクルプラザ） 

北中城村植物ごみ 

資源化ヤード 

処 理 能 力 
40t/日 

（20t/24h×2 炉） 

8.6t/日 

（8.6t/24h×1 炉） 

9ｔ/5ｈ 

（資源ごみ：3ｔ/5h） 

（不燃・粗大ごみ 6ｔ/5h） 

- 

処 理 方 式 
流動床式 

全連続焼却方式 
燃料溶融方式 破砕選別資源化 チップ化・保管 

所 在 地 
沖縄県中頭郡中城村

字伊舎堂 787 番地 

沖縄県中頭郡中城村

字伊舎堂 787 番地 

沖縄県中頭郡中城

村字伊舎堂 787 番地 

沖縄県中頭郡北中城村 

字島袋 1631 番地 

処 理 対 象 物 
可燃ごみ、 

中間処理残渣 
焼却灰 

資源ごみ 

不燃ごみ、粗大ごみ 
植物ごみ（草・木） 

竣 工 年 月 日 平成 15 年 5 月 平成 15 年 5 月 平成 15 年 5 月 平成 25 年 11 月 

運転管理体 制 委託 委託 委託 委託 

備 考 － 
平成 26 年度より 

休止中 
－ － 
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添付資料⑤ 指標と人口等の要因に関するトレンドグラフ 

ごみ処理 
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添付資料⑥ 地域内の施設の状況と予定（位置図） 

 

地域内の施設の状況と予定 

 

 

 

 

糸満市

八重瀬町

南城市

与那原町
南風原町

豊見城市

那覇市

浦添市

西原町

中城村

北中城村

嘉手納町

沖縄市

北谷町

宜野湾市

うるま市

読谷村

沖縄本島

対象地域

凡例

現有施設

整備予定施設

○現有施設
・ごみ焼却施設等

施設名称：浦添市クリーンセンター
施設規模：ごみ焼却施設（150ｔ/日）

灰溶融施設（16.3ｔ/日）
粗大ごみ処理施設（25ｔ/5ｈ）

施設所管：浦添市
所 在 地 ：沖縄県浦添市伊奈武瀬1-8-1

・資源化施設等
施設名称：浦添市リサイクルプラザ
施設規模：紙類20ｔ/5ｈ、容器類20ｔ/5ｈ
施設所管：浦添市
所 在 地 ：沖縄県浦添市伊奈武瀬1-8-2

○整備予定施設
・ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設（併設）

施設名称：（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設
（仮称）マテリアルリサイクル推進施設

所 在 地：現有施設の敷地内
供用開始：平成39年4月（予定）
※次期計画にて整備予定
（第1期計画は計画支援事業のみ）

○現有施設
施設名称：中城村北中城村清掃事務組合 青葉苑
施設規模：ごみ焼却施設（40ｔ/日）

灰溶融施設（8.6ｔ/日）※Ｈ26年度から休止
リサイクルプラザ（9ｔ/5ｈ）

施設所管：中城村北中城村清掃事務組合
所 在 地 ：沖縄県中頭郡中城村字伊舎堂787番地

○現有施設
施設名称：北中城村植物ごみ資源化ヤード

（草木のチップ化、保管等）
施設所管：北中城村
所 在 地 ：沖縄県中頭郡北中城村字島袋1631番地

 

〇整備予定施設 

・ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設（併設） 

施設名称：（仮称）エネルギー回収型廃棄物処理施設 

       （仮称）マテリアルリサイクル推進施設 

所 在 地：現有施設の敷地内 

供用開始：令和 11 年 4 月（予定） 

次期計画にて整備予定 

（第 1 期計画は計画支援事業のみ） 


